
〔寄生虫学雑誌第20巻第５号359-365頁，1971〕

Pyrantelpamoateの嶢虫（E加川伽ｓ〃川ｊｃ"〃ｊＳ）

に対する駆虫効果

山本久林滋生元吉清子

横浜市立大学医学部寄生虫学教室

森雄一

神奈川県予防医学協会

(昭和４６年６月５日受領）

ける連続７日検査の分では終り６日間連続陰`性を陰性と

し，その後の各週は３日とも陰性のものを陰性として各

週毎の陰転率を算定した．検査回数の欠けているものは

判定からはずした．また，駆虫効果の判定法の一つとし

て第１回後検査から通して，各後検査回までの成績を累

積判定し，それまでに一回でも陽性に出たものは陰性か

ら除いてゆくことにより各回毎にそれまでの累積陰転率

なるものを計算した．

副作用は投薬後２時間以内までと，２４時間までについ

て調べた．副作用の内容などについては，投薬者側から

予め項目を作らないで服薬者本人の直接の申告，もしく

は教員を通して自発的に申告のあったものについて著者

の一人が直接問診して記録した．今回の調査は，投薬者

と蠕虫卵検査者，副作用調査者を分け，虫卵検査者や副

作用調査者は対象がいかなる薬剤を投与されたのか分ら

ないようにして行なった．さらに最終後検査から49日

(投薬後105日）を経てそれまでの全期間観察中に一回で

も虫卵陽性であったものについては再び３日間連続検肛

をおこなった．これで虫卵陽性であった54名について，

前回同様乱数表によって無作為に２群にわけ，それぞれ

にpyrantellOmg/kg，と20ｍｇ/kｇを検肛１週間後に投

薬した．投薬後２週間目より連続７日間検肛し，終りの

連続６日間陰性のものを陰転者として判定し効果の検討

をした．

Pyrantelpamoate(１，４，５，６－tetrahydro-1-methyl‐

2-〔trans-2-(2-thienyl）vinyl〕pyrimidinepamoate）は

Austin（1966）によって合成された黄色，無味のpyri‐

ｍｉｄｍｅ誘導体で副作用が少なく，回虫，鉤虫,嶢虫など

にすぐれた駆虫効果を示すものといわれている（Com‐

bantrin参考資料,1969)．わが国では本剤の回虫に対す

る効果が小林ら(1970)，鉤虫に対して横川ら(1970)，人

嶢虫に対しては横川ら(1970)の報告がある．また，マウ

スを用いてＳ(yphaciao6UemZeに対する駆虫効果が若

井ら(1970)によって報告されている．ここにpyrantel

pamoateの液剤を－小学校の児童に対して用いて人嶢

虫に対する集団駆虫効果を調べた結果を報告し，また嶢

虫駆除効果の判定法についても若干の考察をのべる．

方法

この調査は1970年５月より10月にかけておこなった．

対象となった嶢虫卵陽性者は横浜市戸塚区大正小学校

(検査総数1,440名)の学童である.検査はスコッチテープ

法による早朝自己採取連続３日間検肛で，１回以上陽性

者を駆虫対象とした．投薬は前検査の９日後におこなっ

た．対象者から乱数表によって無作為に抽出した48名に

pyrantelpamoate液剤（台糖ファイザー株式会社提供）

をpyrantelbaseとして10ｍｇ/k９，４６名にpyrvinium

pamoate液剤（パークデーピス三共，ポキール，市販

品）をpyrviniumbaseとして５ｍｇ/kｇ投与した．投

薬直前に'1,学校で月例の体重測定を行なってあったので

これをもってその学童の体重とし，2.5ｋｇきざみで薬用

量を計算した．後検査は投薬後１週間を経て２週目に連

続７日間，その後の週は週の後半３日間を連続検肛し８

週目まで観察した．駆虫効果の判定は投薬後第２週にお

成績

対象となった小学校における嶢虫の感染状況は，駆虫

前の連続３回検肛の成績（Tableｌ）に見る如く，高学

年でやや低率になるが総体的に1,440名中142名，9.86％

の陽性率であった．このうち１回のみ陽性であったもの

（２９）
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TablelThedistributionofthepinwｏｒｍｉｎｆｅｃｔｉｏｎｓｂｙａｇｅａｎｄｓｅｘ

ｉｎａｐｒｉmaryschool，Yokohama，１９７０

Males Females Total
Ａｇｅclass

（years）
Ｎｏ．ｏｆＮｏ．ofPercent

examinedpositivespositives
Ｎｏ．ofNqofPercent

examinedpasitivespositives
Ｎｏ．ofNqofPercent

examinedpositivespositives
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１
９

１
１
１
１
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０
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０
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１
１
１
１
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４
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ん
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ｄ
ｎ
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６
７
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９
０
１
１
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１０．４５

９．５２

１３．４６

３．４９

７．９２

１
３
２
６
０
８

９
７
６
１
０
９

２
２
２
２
２
１

３
４
７
２
８
８

３
２
２
３
１

1１．３４

８．７９

１０．３１

１４．８１

４．００

９．０９

Total 750７８１０．４０６９０ 6４９．２８１４４０１４２ ９．８６

Table2Resultsoftheanalexaminationsforpinwormovabeforetreatmentinaprimary
schooLEachindividualreceived3consecutiveexaminations

Ｎｏ．ofpersons
observed

TheoreticalNq

ofpersons
Calculatingmethodfor

theoreticalvalues

ノミ

PC＝61(1～p)3＋(１－.）Negatives3times 1298 1291.0

ノミ

P1＝3.1P(1～p)２
P2＝3.か('～Ｐ）
へ

β、 ノミ

Ｐ３＝dｌＰ３

Positiveｓｏｎｅｔｉｍｅ

ｔｗｏｔｉｍｅｓ

ｔｈｒｅｅｔｉｍｅｓ

103

３０

９

108.1

３６．７

４．２

Totalpositives 142 149.0

Total 1440 1440.0

ノＡ

ａ,＝0.177225,Ｐ＝0.253356

X2＝３．４７，nonsignificant

Table3Resultsoftreatmentwithpyrantelpamoateandthosewithpyrviniumpamoate

observedateachweekstartingfromthetimeandweekafter

treatment（2ndweek）ｕｐｔｏｔｈｅ８ｔｈｗｅｅｋ

２Ｗ、 ３Ｗ、 ４Ｗ、 ５Ｗ、 ６Ｗ、 ７Ｗ、 ８Ｗ．

Ｎｏ．ｏｆ
●●

ｅＸａＴＴｌｌｎａｔｌＯｎＳ
３ ３６ ３ ３ ３ ３

Expectedcure
rate（ｐ)＊

17.33％41.6341.63４１．６３41.63４１．６３41.63

Ｎｏ．ｏｆｔｒｅａｔｅｄ

Ｎｑｏｆｃｕｒｅｄ

Ｃｕｒｅｒａｔｅ

４２

４２

１００．０

４６

４６

１００．０

４６

４６

１００．０

４４

４４

１００．０

４５

４４

９７．７８

(96.20）

４１

３３

８０．４９

(66.58）

４２

２９

６９．０５

(46.98）

Pyrvinium
pamoate

（5ｍｇ/kg）

Ｎｏ．ｏｆｔｒｅａｔｅｄ

Ｎｑｏｆｃｕｒｅｄ

Ｃｕｒｅｒａｔｅ

４４

３２

７２．７３

(53.28）

４８

４４

９１．６７

(89.92）

４７

４４

９３．６２

(89.07）

４７

４３

９１．４９

(85.42）

４９

４５

９１．８４

(86.02）

４３

２８

６５．１２

(40.25）

４８

４０

８３．３３

(71.44）

Ｐｙｒａｎｔｅｌ
ｐａｍｏａｔｅ

（10ｍｇ/kg）

＊Therateatwhicheventheuntreatedpatientswouldbedeterminedasnegａｔｉｖｅｂｙ
ｒｅ－ｅｘａｎｌｌｎａｔｌｏｎｓ．

(）Thecureratecorrectedwiththeexpectedfalsecureratefollowingtheformula：

Ｐｔ＝￥三;；

(３０）
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Ｔａｂｌｅ４Ｔｈｅｃｕｒｅｒａｔｅｏｆｐｉｎｗｏｒｍｉｎｆｅctions

bythetimesafterthetreatmentdetermined
withthecumulateddataoftheanalexamina‐

tionswhichhavebeencarriedoutonthe

individualsbytherespectiveobservationtime

が103名，２回陽性が30名，３回とも陽性が９名あった

が，守屋（1954）の方式でＮｅｙｍａｎのＢＡＮ推定検

応用すると陽性率の理論値は17.72％と推定され，また

検肛１回あたりの検出率は25.34％と算出された．これ

はＴａｂｌｅ２に見る如く観察値によく適合した．したが

って対象は比較的軽感染群であり，それにともなって検

肛法の検出率もやや低いのでこれの推定値を用いて見か

けの陰転率を考慮することにした．

１．駆虫効果

投薬後の各週別判定の陰転率の椎移をＴａｂｌｅ３に示

した．表中のカッコ内の数値はみかけの陰転率で補正し

た数値である．pyrantel，pyrviniumとも投薬５週目ま

では駆虫率は殆ど変動がみられず，ほぼ一定でpyrantel

は91.49～93.62％(補正値は85.42～89.92％）でpyrvi‐

niumはこの期間内は100％の陰転率であった．両者の

成績はFisherの直接確率計算法で検定した結果有意

差は認められなかった．６週以後はＴａｂｌｅ３に明らか

なように両群とも陰転率は徐々に低下した．これは明ら

かに再感染の影響があらわれる時期に入ったものと思わ

れる．投薬後各検査回数毎に１回でも陽性になったもの

は以後陽性として累積陰転率を計算し，両群を比較した

成績をＴａｂｌｅ４に示した．表のカッコ内の数値は補正

値を示す．Pyrviniumでは投薬後５週間は100％の累

積陰転率を示し，その後徐々に陰転率の低下を見る．

Pyrantelでは投薬１週間後より徐々に低下の傾向がみ

られ，５週後には76.0％(75.77％）となった．Pyrantel

の場合は10ｍｇ/kｇの量では幼若虫のとりのこしがあっ

て，逐時成熟して産卵に出て来るものがあったものと思

われる．pyrantelの薬量を増やした場合の効果をみる

ため，最初の投薬終了後105日を経て再び連続３日間検

肛によって見出された虫卵陽性者54名を２群に分け，

pyrantellOmg/kｇと20ｍｇ/kｇの投薬をおこなった．投

薬後２週目の連続７日検肛中おわりの６日陰性のものを

陰転とすると，１０ｍｇ/kｇ群の陰転率は２１/27,77.78％で

あるのに比して20ｍｇ/k９群では２５/27,92.59％であっ

た．Fisherの直接確率計算法によって，有意差検定を

試みるとＰ＝0.1252となり，両群の成績には有意差は認

められなかったが，例数が増えれば有意になる可能性も

あるものと思われる．

２．副作用

Pyrvinium5mg/kg，pyrantellOmg/kｇの投薬群の

副作用調査の結果をＴａｂｌｅ５に示した．表にみられる

ごとく服薬２時間までにpyrvinimでは全体として23.91

％の副作用が認められたのに対してpyrantelは6.25％

Cumulated

No・exami‐

ｎａｔｌｏｎｓ

Daysafter
treatlnent

Pyrantel
pamoate

Ｐｙｒｖｉｎｉｕｍ
ｐａｍｏａｔｅ

８
９

１
２ 100％

100

100％

９６．０

(9096）
９６．０

(93.15）
９４．０

(91.29）

９４．０

(92.12）
９４．０

(92.74）

９２．０

(90.81）
９０．０

(88.93）

８８．０

(88.07）
８６．０

(85.20）

８４．０

(83.33）

８４．０

(83.51）
８２．０

(81.59）
７８．０

(77.63）
７８．０

(77.72）
７６．０

(77.57）
６８．０

(67.78）
６０．０

(59.79）

６０．０

(59.84）
５２．９４

(52.80）
５０．９８

(50.87）

５０．９８

(50.90）
４９．０２

(48.96）
４９．０２

(48.97）
４７．０６

(47.02）

１０

１１

１２

１３

１４

１９

２０

２１

２６

２７

２８

３３

３４

３５

４０

4１

４２

４７

４８

４９

５４

５５

５６

Ⅱ
Ⅱ
Ｎ
Ⅱ
㈹
㈹
Ⅱ
Ⅱ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ⅱ
Ｎ
Ⅱ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

９７．９２

(97.91）
９７．９２

(97.91）

９７．９２

(97.91）
９３．７５

(93.73）
８９．５８

(89.56）
８１．２５

(81.22）
７７．５８

(77.05）

６８．７５

(68.72）
６４．５８

(64.56）

（）：Correctedfigureswiththeexpecteｄｆａｌｓｅ
Ｃ

ｎｅｇａｔｌｖｅｒａｔｅ．

（３１）
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Table5Sideeffectscomplainedbychildrenadministeredwithpyrantelpamoateor

pyrviniumpamoate，during2and24hoursaftertreatmenｔ

Ｎｏ．of

children

affected

（％）

Abdo‐

ｍinal

NauseaVomitingdis-
orders

Head‐Bed

acheriddenDrugsusedNqofexamined

、Diz‐
Anorex1a・

ｚ１ｎｅｓｓ

２hours

after

treatment

Pyrantel
pamoate

(10ｍｇ/kg）

Pyrvinium
pamoate

(5ｍｇ/kg）

4８３（6.25）０１(2.08）０２（4.17）000

4６１１(23.91）０１(2.17）１(2.17）６(13.04）３(6.52）００

２４hours

after

treatment

Pyrantel
pamoate

(10ｍｇ/kg）

Pyrvinium
pamoate

(5ｍｇ/kg）

００００4８０ 0 ００

０００4６０ 0０ ００

であった．pyrviniumでは食欲不振，膨満感が最も多

く，ついでめまいを訴えるものが多かったが，pyrantel

では食欲不振を訴えるものが大部分であった．しかし両

者の副作用はいずれも発現する場合は２時間以内の早期

にあらわれ，しかも一過性で２時間以後24時間以内に発

現したものはなかった．pyrantelの１０ｍｇ/kｇと２０ｍｇ／

kｇを比較した群では２０mg/k９群で27名中服用直後に

嘔吐１名，２時間以内に頭重を訴えたもの１名が認め

られたが，１０ｍｇ/kｇ群では２７名全員に愁訴はなかっ

た．

総括および考察

嶢虫の駆虫効果の判定に関しては従来投薬後の何れの

時期に観察するのが適当であるか明確な判断が下されて

いない．厚生省の衛生検査指針（1965）では一応駆虫完

了後２ないし３週間後に連続７回検査に，すべて陰性の

ものを陰転とすることになっているが，ＢｕｍｂａｌｏｅＺａＺ．

(1954)，森下薫ら（1960)，Ｉま投薬後１週間を経て第２

週日に連続７日検肛し，７日連続陰性のものを陰転と

し，近年では第２週連続７日検肛して終り６日連続陰性

のものを陰転とする例も多い．またWhiteandStan

den（1953）は投薬後２週を経て第３週に連続７日検肛

し，小宮ら（1962a,ｂ）は同じ第３週に５日連続検肛の

成績を用いている．その他第４週に検査するもの，また

長期間の検肛を提唱するものなどはなはだまちまちにな

っている．その主な原因は嶢虫駆虫薬のあるものでは成

熟虫に対してよりも幼若虫にかえって効果が低く，とり

のこされた幼若虫が育ってまた産卵にでて来る場合があ

るからである.従来,極めて有効な嶢虫駆虫剤としてあら

われたpiperazine剤はMouriquandeZaZ.（1951)が人

の嶢虫で未熟虫より成熟虫によく効くとの印象をのべ，

BrowneraZ.(1954）はマウス嶢虫ＳｙｐﾉiacZao6ueルォα

についてこれを実験的にたしかめた．またpyrvinium

pamoate剤についても同じ傾向があることが知られ，若

井ら(1970)はマウスのgyPAaciao6uemZaとASPjc"

Z"γisZeZγαがｅｒａについてpyrviniumも今回実験に供

したpyrantelも同様に成熟虫にもつとも効果が高いこ

とを報告している．したがって駆虫効果の判定時期とし

ては，（１）再感染の影響のあらわれる以前であって,(2)

成熟虫に対する効果をみるには投薬終了後１週間を経て

から，２週目ないし３週目の早期に，また(3)幼若虫の

とりのこしの影響をみるには投薬終了後の４ないし５週

目に検査するのがよいというように目的に応じて判定時

期を選定することが必要になると考えられていた．赤

木（1963）はかってpiperazineの100ｍｇ/k９以上の量

を使用した後は，２週間を経て３週目に，また50ｍｇ/kｇ

の少量使用例では，３週間を経て４週目にそれぞれ７日

連続検査することをすすめたのはその意味と理解され

る．

今回のわれわれの実験成績からみると，投薬後６週間

以上経ると再感染の影響があらわれる（Table３）ので，

判定は５週間目までに行なうべきであると思われる．し

かし成熟虫に対する効果をみるには，週別にみた場合，

投薬後の第２週から第５週までＴａｂｌｅ３にみられるよ

うにpyrviniumでもpyrantelでも週間に著しい成績

の差は出てこないので，どの週であっても差支えないよ

うに思われる．むしろ検査精度をあげるために，７日連

続の成績を用いるか，本報告で示したようにあらかじめ

見かけの陰転率を推定して補正すべきである．また幼若

（３２）
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kｇ投薬して同様の観察をおこなった５週目まで陰転率

は100％であったが，６週以後陽転者があらわれた．

３）５週目までの各週の成績ではpyrantelとpyr‐

vinium両群の間で陰転率に統計的な有意差は認められ

なかった．

４）Pyrantelまたはpyrvinium投与後105日経てか

ら再検査して陽性であったものに，pyrantelを再投薬

した場合投薬後２週間目の検査で10ｍｇ/kｇ薬量では

77.78％，２０ｍｇ/kｇで92.59％の陰転率を示したが，例

数が27名宛の少数であったため統計的に有意差を見出さ

なかった．

５）投薬後２週目から検査を各検査回まで通算して累

積判定陰転率を算出するとpyrantellOmg/kｇ投与群で

は，投薬後より期間を経るにしたがって陰転率が漸次低

下し５週間目には当初100％だった陰転率が76％にまで

低下した．これはpyrantellOmg/kｇでは幼若虫のとり

のこしがあるためと思われた．

６）PyrantellOmg/k９群では副作用の発現率は6.25

％でこれに対してpyrvinium5mg/k９群では23.91％

であった．両群とも副作用の主なものは食慾不振，膨満

感でありいずれも短時間内に消失した．

本調査に御協力を戴いた大正小学校，秦野浦助校長お

よび岩沢延子養護教諭に深謝いたします．

虫のとりのこしがあるかどうかをみるためには，上記の

ような週別の成績をとる方法では後期の週をとってみて

も十分な差があらわれず，Ｔａｂｌｅ４に示されるように２

週以後，できれば５週目までの各検査を通算した累積判

定をすれば幼若虫とり残しの影響がはっきりあらわれる

ことがわかった．

成熟虫に対する駆虫効果をみると今回の対象に対して

pyrviniumの５ｍｇ/kｇ投与では100％の駆虫率が得ら

れ，pyrantelの10ｍｇ/kｇ投与では91.49％から93.62％

(補正値85.42％から89.92％）となり，両薬剤の問で統

計的に有意な差が見出せなかったので，pyrantelはこの

薬量でpyrviniumに匹敵する高い駆虫効果があるもの

と判断される．pyrantelの人嶢虫に対する効果はＧｕ‐

arnieraeZaZ．（1968）によると学童で投薬後７日目に８８

％，１０～16日目に96％の駆虫効果がみられ，pyrvinium

では同じ時期に50％，８０～81.4％の駆虫効果がみられた

としている．また樹||らによれば投薬後１週，２週，３

週までの６回の検査から判定してpyrantelpamoatelO

mg/kｇ投与群で96.3％，pyrviniumpamoate5mg/kｇ

投与群で100％の駆虫率を示し，今回のわれわれの結果

と同様な成績となっている．しかしＴａｂｌｅ４に示した

成績のように幼若虫に対する効果をみる方式によれば，

pyrantelの10ｍｇ/kｇの薬量では幼若虫のとりのこしが

あったものと考えられる．pyrantelの薬量を20ｍｇ/kｇ

にあげると成熟虫に対する効果もちがうことが考えられ

るので，恐らく幼若虫のとりのこしも減るものと思われ

る．

副作用はpyrviniumもpyrantelも重篤なものはみ

られず，いずれも短時間内に消失した．なおpyrantel

投与群における副作用の発現がpyrviniumのそれに比

して著しく低かったことは前者が淡黄色であるため後者

のように群紅色を呈してときに忌避されることがないこ

とと共に集団投薬に用い易いものと思われる．

結論

横浜市内の一小学校学童を対象ととしpyrantelpa‐

moate液剤の嶢虫に対する駆虫効果を調べ，あわせて駆

虫効果の判定法について考察した．

１）Pyrantelpamoateは人の嶢虫に対して10ｍｇ/kｇ

の投薬量では，投薬後２週目から５週目までは，各週で

91.49～93.62％の陰転率を示し，ほぼ一定であった．み

かけの陰転率で補正すると85.42～89.92％であった．６

週以後は再感染と思われる陽転者があらわれた．

２）Pyrviniumpamoateを同時に別の一群に５ｍｇ／
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j Abstract j

ANTHEMINTHIC EFFECT OF PYRANTEL PAMOATE AGAINST

ENTEROBIASIS VERMICULARIS

Hisashi YAMAMOTO, Shigeo HAYASHI, Kiyoko MOTOYOSHI

{Department of Parasitology, School of Medicine, Yokohama City University, Japan)

AND YUICHI MORI

{Health Service Association of Kanagawa, Yokohama, Japan)

The anthelminthic effect of pyrantel pamoate against pinworm infections was investigated

in comparing with that of pyrvinium pamoate. The school children of both sexes from 6 to 11

years of age were examined for 3 consecutive days before treatment by the adhesive cellophane

tape method. Among 1,440 persons 1,298 were negative in all three examinations, 103 were

positive at one, 30 were positive at two and 9 at three examinations, resulting 142 or 9.86%

positives. Based on these data the efficiency of each anal examination was worked out as 25.34%

and the theoretically expected prevalence rate of pinworms among the children was calculated as

17.72% according to Neyman's Best Asymptotically Normal Estimate method (see Moriya, 1954).

The expectable false negative rate in the re-examinations was estimated basing on the value of

25.34% of the efficiency of the examination. The expectable false negative rate was utilized in

correcting the observed cure rate after the treatment. Randomly sampled 48 positives were

treated with the syrup of pyrantel pamoate as a single dose of 10 mg/kg and other 46 positives

received the syrup of pyrvinium pamoate as a single dosage of 6 mg/kg. In the second week

after the treatment the patients were re-examined for 7 consecutive mornings. From the 3rd

week up to the 8th week each individual received 3 consecutive examinations per week. From

the 2nd to the 5th week the cure rate for pyrantel was in the range from 91.49 to 93.62%

(corrected values from 85.42 to 89.92%). The rate for pyrvinium was 100% for the same

period. There was no statistically significant difference observed between the cure rates for

pyrantel and for pyrvinium. From the 6th week onward the rates either for pyrantel or pyrvinium

went down gradually indicating that the influence of the reinfection with pinworm appeared.

When the cure rate was determined basing on the cumulated results with each individual

by the time of each observation time there was a trend of decreasing of the cure rate for pyrantel

even during the early period from the 2nd to 5th week. This might suggest that the dose of

10 mg/kg of pyrantel did not completely expell the immature and/or larvae of pinworm.

Another experiment for the efficacy of pyrantel was carried out with the children for the

purpose to investigate the effect of increased dosage. Twenty-one persons or 77.78% of 27

persons treated with 10 mg/kg turned to negative one week after the treatment (based on 6

consecutive post examinations). On the other hand 25 of 27 or 92.59% were cured by the dosage

of 20 mg/kg.

Three (6.25%) of 49 patients treated with 10 mg/kg of pyrantel showed the side-effects

and 11 (23.91%) of 46 patients administered with 5 mg/kg of pyrvinium complained the side-

effects. The main side-effects were nausea, vomitus, anorexia and abdominal disorders, how

ever, all effects were not serious and transient.

The sesults indicated that pyrantel pamoate is as highly effective against pinworm infections

as pyrvinium pamoate and shows less side-effects.

( 35)




